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救急患者を救急車からドクターヘリへ ドクターヘリ内へ運ばれる救急患者 救急患者を乗せて離陸

　

平
成
二
十
二
年
第
二
回
定
例
会
は
、
六
月
三
日

か
ら
十
六
日
ま
で
十
四
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま

し
た
。
こ
の
定
例
会
に
は
、
法
人
県
民
税
法
人
税

割
超
過
課
税
の
適
用
期
間
の
延
長
な
ど
を
行
う
「
茨

城
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
や
副

知
事
の
選
任
に
つ
い
て
の
議
案
な
ど
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
県
住
宅
供
給
公
社
解
散
の
具

体
的
方
向
、
今
後
の
県
北
地
域
振
興
の
取
り
組
み
、

新
た
な
県
総
合
計
画
の
策
定
方
針
、
特
定
外
来
生

物
「
ミ
ズ
ヒ
マ
ワ
リ
」
対
策
、
本
県
活
力
向
上
へ

の
取
り
組
み
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
企
業
誘

致
戦
略
な
ど
を
質
問
し
ま
し
た
。（
二
・
三
面
）

　

各
常
任
委
員
会
は
、
付
託
議
案
の
審
議
と
そ
の

他
所
管
事
務
に
関
す
る
質
疑
を
行
い
、
本
県
の
イ

メ
ー
ジ
向
上
策
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
出
動
要
請
の
判

断
基
準
、
タ
ン
デ
ム
マ
ス
法
の
こ
ど
も
病
院
へ
の

導
入
、
県
産
材
の
新
築
住
宅
に
対
す
る
補
助
事
業

の
応
募
状
況
、
今
後
の
道
路
や
橋
の
維
持
管
理
方

針
、
教
員
免
許
更
新
講
習
の
充
実
に
向
け
た
取
り

組
み
な
ど
を
議
論
し
ま
し
た
。（
四
・
五
面
）

　

県
出
資
団
体
等
調
査
特
別
委
員
会
で
は
、
県
出

資
団
体
や
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
経
営
健
全
化

を
図
る
諸
方
策
に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
活
発
に

議
論
し
、
県
住
宅
供
給
公
社
の
解
散
な
ど
に
つ
い

て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。（
八
面
）

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
条
例
、
人
事
、
報
告
な

ど
十
三
件
の
議
案
な
ど
が
可
決
、
同
意
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

写真…運航開始に先立って行われた、本番さながらの訓練の様子
＊ドクターヘリの詳細はホームページでご覧になれます。http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/hoken/isei/dokuheri.html

ドクターヘリ、7月1日運航開始

　ドクターヘリは、救命用の医療機器を
装備して救命救急センターに常駐し、消
防機関・医療機関等からの出動要請に基
づき、救急医療の専門医・看護師が同乗
して救急現場に向かい、現場から適切な
医療機関に搬送するまでの間、患者に救
急医療を行うことのできる専用のヘリコ
プターです。県内全域に30分以内で到
着し、短時間で初期医療を開始すること
により、救急患者の後遺障害の軽減や救
命率の向上が期待されます。
　なお、鹿行地域などの県南東部は、従
来どおり千葉県のドクターヘリも活用で
きます。

今
定
例
会
の
概
要

7月11日（日）は参議院議員通常選挙の投票日です。


